
 

部 会 月 日 事業の内容 

事務局 

４月２４日 

５月１９日 

５月１６日 

平成２９年度支部総会  於：グランパレー京岩 

支部役員会 

平成２９年度本部総会  於：レイ大草津校 大教室 

体育部 

５月２６日 

１０月  日 

１０月１９日 

春季ＧＧ大会     於：長浜ドーム 

秋季ＧＧ大会     於： 

４支部親善ＧＧ大会  於：東近江やわらぎの郷公園 

広報部 
年３～４回 支部会報「こほく」発行 

  （原稿募集） 

研修部 
１０月３０日 

１１月２６日 

日帰り研修旅行「おんな城主直虎大河ドラマ館・龍潭寺」 

地域探訪「富田人形定期公演観劇」 

 

               

初
夏
の
候
、
急
に
暑
さ
が
加
わ

っ
て
参
り
ま
し
た
が
会
員
の
皆
々

様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
健
勝

に
て
お
過
ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。 

 

平
素
は
同
窓
会
活
動
に
格
別
の

ご
理
解
、
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

        

去
る
４
月
24
日
、
グ
ラ
ン
パ
レ

ー
京
岩
に
て
平
成
29
年
度
定
期
総

会
を
開
催
し
、
来
賓
と
し
て
同
窓

会
本
部
会
長
堀
江
勇
夫
様
を
お
迎

え
し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

議
長
に
び
わ
地
区
の
真
壁
栄
禧

氏
を
お
願
い
し
提
出
議
案
に
対
し

て
の
質
疑
応
答
の
上
全
て
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

 

一
年
間
を
振
り
返
り
、
各
種
行

事
に
多
数
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
、
又
、
37
期
卒
業
生
全
員
入

会
、
地
域
活
動
事
例
発
表
会
に
も

参
加
、「
平
核
無
柿
の
栽
培
を
通
じ

て
社
会
貢
献
」
は
大
変
好
評
を
得

ま
し
た
。 

 
今
年
か
ら
支
部
会
員
全
員
が
取

り
組
め
る
事
業
と
し
て
長
浜
養
護

学
校
の
剪
定
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
取
り
組
む
予
定
で
す
。 

年
令
、
地
域
多
岐
に
亘
り
ま
す

が
、
今
後
と
も
各
種
事
業
に
学
期
、

学
科
、
地
域
を
問
わ
ず
参
加
し
て

い
た
だ
き
明
る
く
楽
し
い
同
窓
会

に
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。 

 

今
後
も
皆
々
様
の
ご
支
援
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
会
員
、
ご
家
族

皆
々
様
の
ご
多
幸
、
ご
健
勝
を
祈

念
し
御
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

 

会報 こ ほ く 平成 29 年７月１日 第 28 号（1） 

 

滋賀県レイカディア大学同窓会湖北支部  発行責任者 大塚 忠夫  編集責任者 中嶋 清 

第 22 号 

定
期
総
会
を
終
え
て 

大塚支部長 

○1  会員相互の交流を図る各種事業を開催し、心身の健康を保ち地域活動の充実を目指す。 

○2  母校レイカディア大学校の第 40 期米原校学生募集に積極的に協力する。 

   (米原校７０名募集 募集期間 平成２９年６月１日～7 月３１日) 

○3  米原校サポート隊との連携を図る。 

 

１）事業方針 
平成２９年度事業計画 

２）主な事業計画 



 

項  目 前年度決算額 本年度予算額 増 減 額 摘   要 

支部総会費 15,420 150,000 ▲420 議案書・懇親会費 

本部総会費 4,000 20,000 16,000 
出席者交通費補助 

（2,000円×10） 

本部 会費 125,000 118,500 ▲6,500 
本部会費  

500円×237名 

会 議 費 29,191 150,000 120,809 
会議他 

地区幹事交通費補助 

体育・研修費 60,900 500,000 439,100 

本部・支部 

ＧＧ 100,000円 

研修 400,000円 

会 報 費 25,870 50,000 24,130 会報等 

慶 弔 費 45,800 100,000 54,200 物故者香典等 

通 信 費 18,575 30,000 11,425 連絡郵便費・振込料 

雑   費 6,976 40,000 33,024 資料作成コピー・文具 

予 備 費 59,276 107,369 48,093 各大会補助・会場費等 

合   計 526,008 1265，869 739,861  

項  目 前年度決算額 本年度予算額 増 減 額 摘   要 

繰 越 金 89,603 205,819 116,216  

会   費 478,000 440,000 ▲38,000 
個人 187 人 夫婦 16 組

（38期）18人 

支部総会費 120,000 120,000 0 4,000円×30人 

特別 会費 44,200 500,000 455,800 
研修 400,000 

ＧＧ 100,000 

利   子 24 50 26 通帳利息 

雑 収 入 0 0 0  

合   計 731,827 1,265,869 534,042  

会報 こ ほ く 平成 29年 7月 1日 第 28号（2） 

収入の部 

支出の部 

平成２９年度収支予算

書 
自・平成 29年 4月 01日 

至・平成 30年 3月 31日 
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  氏   名 スコアー 

優 勝 田 中 直 夫 45 

準優勝 松 居 伸二朗 46 

３ 位 森   茂 樹 47 

４ 位 岸 田 雄一郎 48 

５ 位 村 岡 紀代治 50 

会報 こ ほ く 平成 29 年７月 1 日 第 28 号（3） 

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
歓
声
、
短
い 

パ
ッ
ト
を
外
し
た
奇
声
！
賑
や
か

に
和
気
合
い
あ
い
の
内
に
３
ゲ
ー

ム
終
了
、
そ
の
後
、
く
じ
引
き
で
ラ

ッ
キ
ー
賞
と
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
打
つ
強

弱
、
方
向
性
、
歩
く
、
熱
中
す
る
、

こ
の
こ
と
は
、
脳
に
良
い
刺
激
と
な

り
、
認
知
症
予
防
に
大
い
に
役
立
つ

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

今
秋
10
月
に
は｢

四
支
部
親
善
Ｇ

Ｇ
大
会｣

｢

湖
北
支
部
秋
季
Ｇ
Ｇ
大

会｣

を
開
催
し
ま
す
。
ル
ー
ル
は
簡

単
で
す
。
初
心
者
の
方
も
奮
っ
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
米
原
勢
が
健
闘
さ

れ
上
位
を
占
め
ら
れ
ま
し
た
。 

開 催 日  29 年 5 月 26 日(金) 

午前 8時 30 分～12 時 

場 所  長浜ドーム 

競 技  3 ゲーム 

24ストロークマッチ 

参加人員  39 人（欠席者 5名） 

成 績 

 ホールインワン賞 なし 

 

第

２３
回
湖
北
支
部 

春
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催 

          

平
成
29
年
10
月
よ
り
、
米
原
校

第
5
期
サ
ポ
ー
ト
隊
を
仰
せ
つ
か

り
ま
し
た
36
期
園
芸
学
科
卒
の
北

村
で
す
。
平
素
は
サ
ポ
ー
ト
隊
活

動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
き
ま

し
て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

同
窓
会
会
員
の
皆
様
に
『
学
生

募
集
の
ご
協
力
の
お
願
い
』
が
あ

り
ま
す
。
既
に
ご
承
知
い
た
だ
い

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
米
原
校

へ
の
入
学
者
が
近
年
、
定
員
に
満

た
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、
昨

年
度
（
39
期
）
は
、
入
学
者
が
39

名
で
定
員
の
57
％
と
い
う
結
果
に

終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
結

果
が
今
後
も
続
く
と
、
米
原
校
の

存
続
に
か
か
わ
り
問
題
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
歯
止
め
を

か
け
る
べ
く
、
サ
ポ
ー
ト
隊
の
今

期
の
重
点
課
題
と
し
て
、「
学
生
募

集
の
促
進
」
を
掲
げ
、
本
年
1
月

に
「
学
生
募
集
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
組
織
の
検
討
、
草
津

校
サ
ポ
ー
ト
隊
と
の
打
ち
合
せ
、

募
集
活
動
の
計
画
立
案
な
ど
を
行

い 

  

い
、
4
月
に
40
期
学
生
募
集
の
チ

ラ
シ
、
募
集
要
項
、
ポ
ス
タ
ー
な

ど
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。 

 

学
生
募
集
期
間
は
、
6
月
1
日 

か
ら
7
月
31
日
ま
で
で
、
一
番
重

要
な
活
動
が
「
同
窓
会
会
員
に
よ

る
個
別
勧
誘
」
と
考
え
て
い
ま
す
。

学
生
の
入
学
動
機
の
ア
ン
ケ
ー
ト

で
は
、
卒
業
生
・
在
校
生
・
友
人

の
勧
誘
・
紹
介
が
50
％
を
占
め
、

一
番
上
位
に
来
て
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
同
窓
会
会
員
の
皆
様

が
、
お
知
合
い
に
レ
イ
大
を
ご
紹

介
し
て
頂
き
、
入
学
を
勧
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
、
い
か
に
効
果
的

か
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。 

 

具
体
的
に
は
、
地
区
幹
事
様
を
通

じ
て
既
に
「
レ
イ
大
40
期
生
募
集
」

の
チ
ラ
シ
を
お
届
け
致
し
ま
し
た

の
で
、
入
学
の
可
能
性
の
あ
る
方

3
名
の
方
に
、
大
学
の
紹
介
と
入

学
の
勧
誘
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 

 

今
年
は
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
40

周
年
の
年
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な

節
目
の
年
に
40
期
生
の
募
集
、
大

き
な
成
果
を
残
し
、
米
原
校
の
飛

躍
の
年
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援

の
ほ
ど
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

         

 

米
原
校
サ
ポ
ー
ト
隊 

隊
長 

北
村 

喜
代
嗣 

滋賀県レイカディア大学 第 40 期 

◆60歳から入学できる大学です。 

◆「入学して、こんなにたくさんの楽しい友人 

 ができるとは思ってもみなかった」と多くの 

 在校生が実感しています。 

◆卒業生の多くが地域でボランティアや仲間づ

くりなどの活動を楽しみながら生きいきと行

っています。 

募集期間 平成29 年 6 月1 日(木) 

          ～7 月 31 日(月) 

 



                                           

会報 こ ほ く 平成 29 年 7 月 1 日 

 

第 28 号（4） 
      

平
成
28
年
秋
の
叙
勲
に
際
し
、 

図
ら
ず
し
も
で
あ
り
ま
す
が
、
旭

日
小
授
賞
と
い
う
大
賞
を
拝
受
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

県
か
ら
9
月
の
初
め
に
内
示
が
あ

り
、
11
月
3
日
の
文
化
の
日
に
公

式
発
表
・
新
聞
報
道
と
な
り
ま
し

た
。
発
表
の
翌
日
に
滋
賀
県
公
館

に
お
い
て
、
県
知
事
よ
り
、
天
皇

陛
下
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の
叙

記
・
勲
章
の
伝
達
式
が
催
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
後
、
11
月
15
日
に

は
、
皇
居
・
春
秋
の
間
に
お
い
て
、

天
皇
陛
下
の
拝
謁
を
賜
る
こ
と
に

な
り
、
宮
中
へ
参
内
致
し
ま
し
た
。

大
変
感
動
を
し
、
緊
張
も
致
し
ま

し
た
。
そ
の
間
慌
た
だ
し
く
も
あ

り
ま
し
た
が
、
晩
節
の
感
動
的
な

日
々
と
な
り
ま
し
た
。 

私
の
受
賞
内
容
は
、
長
年
、
首
長
・

県
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自
治
に

関
わ
り
、
そ
の
間
の
労
苦
に
対
し

て
評
価
を
受
け
る
者
で
あ
り
と
言

う
事
で
し
た
。 

私
は
こ
の
秋
70
歳
の
誕
生
日
を
迎

え
た
ば
か
り
で
し
た
私
事
の
見
解

で
恐
縮
で
す
が
い
わ
ば
現
役
世
代

を
卒
業
し
た
者
が
、
過
去
の
功
績

に
対
し
て
表
敬
的
に
賛
辞
を
け
、

慰
み
を
受
け
る
と
い
う
国
家
的
な

記
念
行
事
に
な
っ
て
い
る
感
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す 

  
叙
勲
・
旭
日
小
授
賞
拝
受
に
あ
た
り 

 

３３
期
園
芸
学
科 

 

活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
卒
業
後
の
今
も
月
一
回
の
例

会
を
継
続
し
て
い
ま
す
。 

詩
人
の
サ
ミ
ェ
ル
・
ウ
ル
マ
ン

の
詩
の
中
に
「
希
望
あ
る
限
り
若

く
、
理
想
を
失
う
時
に
初
め
て
老

い
が
来
る
」
と
あ
り
ま
す
。
Ｏ
Ｂ

会
に
入
会
さ
せ
て
頂
き
先
輩
や
新

た
な
人
と
の
出
会
い
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
、

希
望
と
情
熱
を
も
っ
て
健
康
で
楽

し
く
過
ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

37
期
北
近
江
文
化
学
科 

高
橋
勘
太
郎 

 

昨
年
9
月
に
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア

大
学
北
近
江
文
化
学
科
を
卒
業
し

ま
し
た
。 

一
年
次
は
、
中
山
道
を
歩
き
な
が

ら
、
道
標
、
常
夜
灯
、
神
社
・
仏

閣
、
町
屋
の
勉
強
、
そ
の
後
、
近

江
の
文
学
、
安
土
城
址
・
彦
根
城

等
、
古
民
具
、
余
呉
川
の
水
源
等

を
調
査
し
な
が
ら
琵
琶
湖
の
環
境

に
つ
い
て
学
ん
だ
。
二
年
次
は
、

紙
芝
居
の
制
作
、
彦
根
の
足
軽
屋

敷
で
の
、
町
お
こ
し
事
業
を
勉
強

す
る
と
共
に
、
併
せ
て
、
グ
ル
ー

プ
毎
に
課
題
事
業
に
取
り
組
ん

だ
。 

各
授
業
で
は
、
終
了
後
、
成
果
の

発
表
を
各
個
人
若
し
く
は
グ
ル
ー

プ
毎
に
発
表
し
た
。 

こ
れ
ら
の
勉
強
の
成
果
は
、
同
期

の
仲
間
と
共
に
、
卒
業
後
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
等
で

活
か
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
昨

今
入
学
生
が
減
少
し
て
い
る
北
近

                    

37
期
健
康
づ
く
り
学
科 

高 

木 

富 

子 

 

昨
年
9
月
、
37
期
生
と
し
て
卒

業
し
ま
し
た
。
私
は
健
康
づ
く
り

学
科
を
専
攻
し
、
シ
ニ
ア
の
心
と

身
体
の
健
康
に
つ
い
て
多
く
の
事

を
学
び
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
の
仲
間

は
9
名
と
い
う
少
人
数
だ
っ
た
の

で
す
が
、
仲
間
同
士
の
結
束
も
強

く
、
大
い
に
笑
い
楽
し
む
事
が
出

来
、
ア
ッ
と
い
う
間
の
二
年
間
で

し
た
。
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や

大
学
祭
、
特
に
課
題
学
習
は
大
変

で
し
た
が
、
私
達
は
「
み
て
・
み

ぃ
ー
な
（
見
て
三
七
）」
と
グ
ル
ー

プ
名
を
付
け
て
、
地
域
の
サ
ロ
ン

や
施
設
を
訪
問
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

江
文
化
学
科
等
の
生
徒
募
集
活
動
に

も
努
め
る
と
共
に
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア

大
学
の
発
展
に
も
寄
与
し
た
い 

 

37
期
北
近
江
文
化
学
科 

奥 

長 

裕 

幸 

 

私
が
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
は

「
一
期
一
会
」
で
す
。
人
と
人
の
出

会
い
を
大
切
に
、
と
て
も
有
意
義
な

レ
イ
大
の
二
年
間
を
過
ご
せ
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
後
の
生
き
が
い
の

一
端
を
見
つ
け
ら
れ
た
よ
う
に
思
い

ま
す 

 

37
期
園
芸
学
科 

 

泉 
 
 

憲 

 

私
は
庭
木
の
剪
定
を
永
年
我
流
で

行
っ
て
き
ま
し
た
。
剪
定
の
影
響
で
、

元
気
に
生
き
生
き
と
な
っ
た
樹
木
も

あ
れ
ば
、
弱
っ
て
い
く
樹
木
も
あ
り
、

正
確
な
剪
定
を
習
い
た
い
と
思
い
立

ち
、
レ
イ
大
卒
の
友
人
の
勧
め
も
あ

り
入
学
し
ま
し
た
。 

樹
木
と
の
付
き
合
い
方
、
地
域
活
動
、

課
題
学
習
、
野
外
実
地
学
習
等
で
ク

ラ
ス
メ
ー
ト
と
フ
レ
ン
ド
リ
ー
に
そ

し
て
フ
ラ
ッ
ト
な
お
付
き
合
い
の
中

で
、
二
年
間
を
過
ご
す
事
が
出
来
て
、

自
分
の
今
ま
で
に
な
い
日
常
と
世
界

に
接
し
、
新
鮮
な
体
験
が
出
来
た
事

を
感
謝
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
七
十

七
歳
で
の
入
学
は
、
自
分
の
体
力
の

減
退
を
強
く
感
じ
た
の
で
、
今
後
は

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
、
地
域
活
動

に
参
画
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
今
後
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
の
ご
指

導
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

                               
  

                             
 

      

る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

叙
勲
に
対
し
て
ま
ち
ま
ち
の
社
会

的
評
価
基
準
が
あ
る
こ
と
も
否
定

で
き
な
い
現
実
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。 

叙
勲
に
対
し
冷
や
や
か
に
眺
め
る

風
潮
や
、
人
も
い
な
い
わ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
考
え
を

要
約
い
た
し
ま
す
と
、
常
に
、
内
、

外
に
意
を
向
け
、
謙
虚
さ
や
慎
重

な
姿
勢
が
求
め
ら
れ
る
と
も
考
え

て
い
ま
す
。 

と
も
か
く
も
、
私
の
周
囲
か
ら
は
、

好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
長
年
に

亘
る
大
勢
の
有
縁
の
方
々
か
ら
、

多
く
の
祝
意
が
寄
せ
ら
れ
感
動
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

年
明
け
て
平
成
29
年
1
月
29
日

に
は
、
関
係
者
一
同
に
よ
り
、
盛

大
な
祝
賀
会
を
挙
行
し
て
頂
き
ま

し
た
。 

レ
イ
大
米
原
校
の
同
級
生
、
園
芸

科
33
期
の
皆
様
も
8
名
の
方
が

臨
席
く
だ
さ
い
ま
し
た
、
そ
れ
ぞ

れ
の
皆
さ
ん
方
の
友
情
に
、
本
当

に
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ

て
い
ま
す
。
昨
秋
か
ら
今
年
の
初

め
に
か
け
て
、
感
動
的
な
日
々
を

過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
更
な
る
精
進
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 

上

田

昌

之 

新
入
会
員
の 

皆
さ
ん 

ど
う
ぞ 

よ
ろ
し
く 

高 

木 

富 

子 

泉 
 
 

憲 

奥 

澤 

富 

恵 

塩 
 
 

志
津
枝 

奥 

長 

裕 

幸 

三 

宅 

豊 

高 

橋 

勘
太
郎 

池 

野 

勝 

乃 

宮 

川 

好 

由 

三 

和 

直 

矢 
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平成 29 年 7 月 1 日 

数
年
前
に
草
川
先
生
よ
り
ご
教
授

頂
い
た
、
二
百
曲
余
り
の
踊
り
を

20
年
に
亘
り
地
域
の
皆
様
の
健
康

に
役
立
て
れ
ば
と
思
い
指
導
し
共

に
踊
り
に
励
ん
で
い
ま
す
。
現
在

会
員
は
45
名
、
踊
っ
て
い
る
と
き

が
一
番
楽
し
い
と
喜
ん
で
参
加
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。
今
後
も
こ
の

踊
り
を
自
分
だ
け
の
物
と
せ
ず
後

の
指
導
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
の

願
い
か
ら
、
現
在
踊
り
の
教
本
を

作
成
中
で
後
へ
残
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
後
輩
2

名
が
と
も
に
頑
張
っ
て
指
導
し
て

く
れ
て
い
ま
す
の
で
今
後
も
楽
し

み
に
し
て
い
ま
す
。
最
後
に
皆
様

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
。 

 

恙 

な 

く 

 
 
 
 
 
 
 

大
橋 

裕
美 

電
灯
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り 

暗
闇
の
中
に
目
を
閉
じ
る 

「
今
日
の
一
日
有
難
う
」 

私
は
今
日
何
を
残
し
た
だ
ろ
う 

 

明
日
の
朝
の
今
日
の
日
記
は
余

白
ば
か
り 

 

そ
う
そ
う
里
芋
の
種
を
よ
り

分
け
小
粒
を
煮
物
に
ほ
う
れ

ん
草
も
茹
で
た
っ
け 

帰
っ
て
く
る
家
族
に 

 

変
わ
ら
ぬ
料
理
ば
か
り
だ
が 

で
も 

私
の
居
場
所
が
あ
り 

小
さ
な
達
成
感
が 

嬉
し
い 

 

泉
下
の
夫
に
無
言
の
電
話 

「
明
日
も
元
気
で
働
き
ま
す
」 

 
 
 
 

お 

や 

す 

み 

   

省
し
て
い
ま
す
。 

米
寿
ま
で
生
か
さ
れ
た
今
は
当

然
と
は
申
せ
記
憶
力
、
聴
力
、
脚

力
の
衰
え
に
悩
む
明
け
暮
れ
で
作

家
佐
藤
愛
子
著
「
90
歳
。
何
が
め

で
た
い
」
で
は
な
い
け
れ
ど
「
も

の
言
わ
ぬ
爺
々
と
な
り
て
春
く
る

る
」
の
心
境
で
す
。
腰
痛
で
歩
け

な
い
か
ら
ど
こ
に
も
行
け
ず
家
に

籠
る
。
家
に
籠
る
け
ど
難
聴
だ
か

ら
留
守
番
も
出
来
ぬ
し
電
話
も
し

な
い
等
々
・
・
・
。
掛
か
り
つ
け

の
お
医
者
様
は
「
お
元
気
で
す
ね
」

と
言
い
な
が
ら
更
に
１
種
服
薬
を

増
や
し
合
計
６
種
９
粒
と
な
り
、

ど
の
薬
が
効
い
て
い
る
の
や
ら
分

か
ら
な
い
有
様
で
す
。
世
に
言
う

余
生
と
は
斯
か
る
も
の
で
し
ょ
う 

 

元
気
に
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス 

 
 
 
 
 
 
 

岸
本 

四
郎 

 
 

新
緑
の
季
節
と
な
り
暮
ら
し

良
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
レ

イ
カ
デ
ィ
ア
大
学 

Ｏ
Ｂ
会
の
皆

様
に
は
、
益
々
お
元
気
で
ご
清
祥

の
事
と
存
じ
ま
す
。
日
頃
は
何
か

と
お
世
話
に
な
り
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
お
陰
様
で
私
も
健
康

に
恵
ま
れ
て
今
年
、
米
寿
を
迎
え

日
々
感
謝
し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い

ま
す
。
現
在
週
2
回
グ
ラ
ン
ド
ゴ

ル
フ
の
練
習
に
参
加
し
、
ま
た
月

2
回
サ
ン
パ
レ
ス
を
借
り
フ
ォ
ー

ク
ダ
ン
ス
の
指
導
を
行
い
、
二
十

 

米
寿
を
迎
え
て 

松
本 

義
雄 

 

こ
の
度
は
、
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学

同
窓
会
か
ら
米
寿
の
寿
詞
を
い
た
だ

き
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
現
在

の
体
調
は
万
全
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が

日
々
元
気
に
暮
ら
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。 

 

若
い
頃
か
ら
そ
れ
ほ
ど
健
康
で
な

か
っ
た
の
で
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
こ

と
は
驚
き
と
感
謝
の
念
で
い
っ
ぱ
い

で
す
。 

 

最
近
時
々
人
か
ら
「
長
生
き
の
秘

訣
は
」
と
質
問
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
「
秘
訣
な
ん
て
あ
り
ま
せ
ん

が
強
い
て
言
え
ば
、
自
分
の
事
は
自

分
で
や
る
こ
と
、
ま
た
世
間
の
い
ろ

ん
な
情
報
に
関
心
を
持
つ
こ
と
」
だ

と
答
え
て
い
ま
す
。 

 

少
し
欲
が
出
て
き
ま
し
た
、
次
は

白
寿
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す 

。 

仲 

間 

作 

り 

澤
渡 

和
子 

 

何
を
す
る
の
も
消
極
的
な
私
は
、

進
ん
で
行
動
で
き
る
よ
う
な
者
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
な
ん
で
も
一
生
懸

命
や
り
た
い
性
格
で
す
。
一
応
与
え

ら
れ
た
役
職
も
終
わ
っ
た
こ
ろ
、
レ

イ
大
へ
勧
め
ら
れ
、
20
期
生
と
し
て

文
芸
学
科
に
入
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
一
般
教
養
の
講
演
、
書
道

は
上
野
浩
一
先
生
、
短
歌
は
小
西
久

二
郎
先
生
に
ご
指
導
を
い
た
だ
き
、

登
校
日
は
友
達
も
出
来
充
実
し
た
楽

し
い
二
年
間
で
し
た
。 

                       
  

                    
 

 

   
 

 

湖
北
支
部
の
会
員
で
次
の
１２
名

の
方
々
が
今
年
米
寿
を
お
迎
え
に

な
ら
れ
ま
し
た
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

 

18
期
園
芸
学
科 
佐
野 

晶
一 

18
期
文
芸
学
科 
柴
田 

弥
蔵 

21
期
ス
ポ
レ
ク
学
科
岸
本
四
郎 

17
期
文
芸
学
科 

大
橋 
裕
美 

20
期
ス
ポ
レ
ク
学
科
澤
渡
和
子 

24
期
園
芸
学
科 

松
本 

義
雄 

14
期
生
活
学
科 

西
村
て
る
子 

26
期
郡
芸
学
科 

北
居 

和
子 

20
期
園
芸
学
科 

嶌
田 

忠
則 

23
期
園
芸
学
科 

山
根 

友
枝 

24
期
生
活
学
科 

古
谷 

郁
代 

14
期
生
活
学
科 

西
堀 

蔦
子 

 

同
窓
会
本
部
で
行
わ
れ
ま
し
た

慶
祝
行
事
に
は
湖
北
支
部
か
ら
は 

佐
野
昌
一
様
が
参
加
さ
れ
ま
し
た 

    

余 

生 

と 

は 

柴
田 

弥
蔵 

 

本
年
は
私
た
ち
同
期
生
が
平
成

9
年
に
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
を
卒

業
さ
せ
て
頂
い
て
か
ら
20
年
、
私

自
身
も
米
寿
の
意
義
深
い
年
に
当

た
り
回
顧
の
年
で
す
。
私
は
卒
業

後
の
数
年
地
元
の
観
光
ボ
ラ
ン
タ

リ
ー
ガ
イ
ド
や
町
内
の
老
人
会
長

を
務
め
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
大

学
建
学
の
期
待
や
地
区
の
要
請
に

充
分
応
じ
え
な
か
っ
た
こ
と
と
反 

  

米
寿
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
ま
し
た

方
か
ら
の
投
稿
で
す
。 

 

米
寿
を
お
迎
え
に
な
り
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

卒
業
後
は
地
域
の
人
た
ち
の
要
望
で

二
十
日
会
を
作
り
、
工
作
や
、
歌
、

手
芸
、
体
操
な
ど
会
員
の
力
で
楽
し 

み
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す 

昨
年
は
十
周
年
を
迎
え
、
文
化
祭
に

は
花
の
押
絵
の
羽
子
板
を
作
っ
て
出 

品
し
ま
し
た
。
だ
ん
だ
ん
人
数
は
少

な
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
日
が
楽

し
み
で
す
。 

 

短
歌
も
ず
っ
と
続
け
、
毛
筆
は
大

い
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
お
陰
様

で
米
寿
を
迎
え
ま
し
た
が
、
地
域
の 

皆
さ
ん
と
と
も
に
楽
し
い
仲
間
作
り

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
励
む 

西
村 

て
る
子 

 

レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大
学
に
通
っ
て
い

た
当
時
は
、
米
寿
な
ど
こ
れ
か
ら
先

夢
の
夢
の
う
ち
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
、
元
気
で
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
事

が
出
来
本
当
に
う
れ
し
く
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
も
レ
イ
カ
デ
ィ
ア
大

学
で
学
ん
だ
か
ら
こ
そ
得
ら
れ
た
も

の
と
思
い
親
し
い
友
の
あ
り
が
た
さ

を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。 

 

６０
歳
で
現
役
を
退
職
し
、
レ
イ
カ

デ
ィ
ア
大
学
に
入
学
と
同
時
に
福
祉

施
設
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録

し
、
今
も
施
設
の
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
等

に
出
向
き
利
用
者
さ
ん
と
お
話
を
し

た
り
、
お
風
呂
上
が
り
の
髪
の
ド
ラ

イ
ヤ
ー
を
か
け
た
り
し
て
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
続
け
て
お
り
ま
す
。 

 

い
ろ
い
ろ
と
役
員
の
方
々
の
ご
苦

労
を
思
い
、
お
世
話
下
さ
っ
た
皆
様

方
に
お
礼
を
申
し
上
げ
て
お
き
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=8GsKdqoB&id=A4FDB332923A348506076353690D88482A4477AD&thid=OIP.8GsKdqoBIvfpjwLGDQ-yAwEsDV&q=%e6%a2%85%e9%9b%a8%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99&simid=608000704458852416&selectedIndex=28&qpvt=%e6%a2%85%e9%9b%a8%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99
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支
部
の
研
修
旅
行 

お
ん
な
城
主
直
虎
大
河
ド
ラ
マ
館

と
龍
潭
寺 

 

昨
年
の
研
修
旅
行
は
参
加
者
が

少
な
く
中
止
し
ま
し
た
。
今
年
は
次

の
通
り
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
に
あ
や
か

り
研
修
旅
行
を
行
う
予
定
で
す
、
詳

細
は
後
日
案
内
い
た
し
ま
す
。 

 

期
日 

月

日
（
月
） 

 

行
先 

お
ん
な
城
主
直
虎
大
河 

 
 
 
 

記
念
館
と
龍
潭
寺 

 

費
用 

一
万
円 

 

申
込
み
締
切
り 

９
月

日 

 
定
員 

名 

誰が、何時、どこで 

大塚まで 

☎0749-62-5440 

大
学
祭
を 

 

見
に
行
こ
う 

 

物
故
者
を
悼
む 

 

33
期 

園 

松 

尾 
 

 
 

眞 

26
期 

生 

前 

田 

明 

子 

12
期 

生 

南 

院 

房 

子 

22
期 

生 

藤 

澤 

康 

夫 

２
期 

 

園 

北 

村 

勘 

七 

１７
期 

園 

川 

本 

友 

義 

２ 
 平

成
28
年
10
月
1
日
～ 

29
年
6
月 

地域活動事例発表会の 
発表グループ(個人)を 

募っています 
役員までお知らせ下さい 

平成 29 年 11 月 20 日（月） 

 

今
年
も
７
月
２６
日
（
水
）
か
ら

７
月
２８
日
（
金
）
ま
で
大
学
祭
が

開
催
さ
れ
ま
す
、
地
区
幹
事
様
よ

り
配
布
お
願
い
し
ま
し
た
展
示
作

品
出
展
、
卒
業
生
の
展
示
コ
ー
ナ

ー
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

ユ
ニ
ー
ク
な
手
作
り
プ
レ
ゼ
ン

ト
や
楽
し
い
体
験
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

大
学
祭
で
は
、
在
校
生
が
日
頃

学
ん
だ
学
習
成
果
の
発
表
や
卒
業

生
の
作
品
展
示
も
さ
れ
ま
す
。 

 

皆
様
方
お
誘
い
あ
わ
せ
頂
き
ぜ

ひ
見
学
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
在

校
生
が
お
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま

す
。 

          

昨年の写真 

 

謹
ん
で
心
か
ら
ご
冥
福
を 

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す 

米
寿
を
迎
え
て 嶌

田 

忠
則 

 
知
ら
ぬ
間
に
、
米
寿
の
年
に
な

り
、
よ
く
ぞ
こ
こ
ま
で
生
か
さ
れ

た
と
思
い
喜
ん
で
い
ま
す
。 

 

子
供
が
お
祝
い
を
し
て
く
れ
て

孫
や
ひ
孫
た
ち
も
来
て
く
れ
て
、

楽
し
く
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き
米

寿
の
年
ま
で
居
ら
れ
た
の
が
夢
の

よ
う
で
す
。 

 

昨
暮
か
ら
は
体
調
不
良
の
た
め 

療
養
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
は

元
気
に
し
て
い
た
だ
き
皆
さ
ん
の

お
陰
と
喜
ん
で
い
ま
す
。
老
い
は

寂
し
い
事
で
も
な
く
不
安
で
も
な

く
自
分
ら
し
く
楽
し
み
た
い
。
お

陰
で
今
の
今
を
大
切
に
生
き
て
行

こ
う
、
心
も
体
も
気
を
配
り
な
が

ら
、
の
こ
り
す
く
な
い
人
生
の
幸

せ
を
味
わ
う
事
が
で
き
ま
し
た
。

今
は
妻
と
二
人
暮
ら
し
で
誰
に
も

気
兼
ね
な
く
お
互
い
に
し
た
い
こ

と
を
し
、
食
べ
た
い
も
の
を
食
べ
、

本
当
に
毎
日
が
幸
せ
い
っ
ぱ
い
の

日
々
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
毎
日
が
感
謝 

感
謝

で
す
。 

 

健 

康 

十 

訓 

西
堀 

蔦
子 

数
々
の
試
練
を
乗
り
越
え
助
け
ら

れ 米
寿
と
な
り
し 

至
福
の
酉
年
か

な 

 

振
り
返
っ
て
見
れ
ば
、
大
勢
の

方
々
の
出
会
い
が
あ
っ
て
こ
そ
今

の
私
が
あ
る
の
だ
と
感
謝
し
て
い 

ま
す
。 

 

日
常
心
掛
け
て
い
る
健
康
十
訓

で
す 少

肉
・
多
菜 

少
塩
・
多
酢 

 

少
糖
・
多
果 

少
食
・
多
齟 

 

少
車
・
多
歩 

少
衣
・
多
浴 

 

少
煩
・
多
眠 

少
念
・
多
笑 

 

少
欲
・
多
施 

少
言
・
多
行 

 

ま
た
認
知
症
予
防
に
と
、
趣
味

を
生
か
し
て
、
布
作
り
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
つ
き
２
回
参
加
し
生
き
が

い
と
し
て
い
ま
す
。 

  
四
支
部
グ
ラ
ン
ド 

ゴ
ル
フ
大
会 

  

四
支
部
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
が
１０
月
１９
日
（
木
）
東
近
江
市

や
わ
ら
ぎ
の
郷
公
園
で
開
催
さ
れ

る
予
定
で
す
。
詳
細
は
後
日
決
定

し
ま
し
た
ら
案
内
と
参
加
申
込
書

を
お
配
り
い
た
し
ま
す
。 
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